
日本女性薬剤師会2008年度学術講演会
男女共同参画事業

当会の学術講演会では、通年テーマとして性差医療、子どもの医療、男性の医療などを取り
あげて参りました。本年は、男女ともに気になるアンチエイジングを肥満という観点から捉
え、肥満の科学、肥満から派生する疾病の病態・脱却対策を考えることに致しました。
多数の皆さんにご参加いただき、理想のアンチエイジングを一緒に考え、ご自身に生かすと
ともに、明日からの業務に役立てていただくことを望んでおります。
お子様連れの方・会員でない方・男性の方もお誘い合わせて是非ご参加下さい。

開催日時：平成20年6月22日（日）

開催場所：星薬科大学 メインホール

受講料：7,000円（事前申込み 6,500円）

取得単位：日本薬剤師研修センター認定3単位

日本女性薬剤師会　会長 近藤 由利子9:50～10:00

12:20～13:20

※やむをえない理由で演題・講師が変更になることがありますがご了承ください。

※各自お済ませ下さい。近くに食事施設多数あります。

■学術講演会スケジュール

■資料編

6.�肥満対策の漢方処方例とその解説
7.�防風通聖散の成果報告　
8.�肥満外来一覧　
9.�抗加齢医学会の認定医療機関一覧
コラム1：アンチエイジング（抗加齢）とは　コラム2：しみ対策

1.�肥満症治療ガイドライン2006から
2.�メタボリックシンドロームの臨床検査値について
3.�食品バランスガイド　
4.�肥満の薬物療法
5.�「特定保健用食品」表示が許可されている肥満対策食品

2008年度学術講演会開催に当たって

演題名・内容

「新しい医療安全行政の展開」
医療提供施設として薬局の基準、後発医薬品への対処、スイッチＯＴＣ薬の販
売など薬剤師の新たな役割並びに医薬品の開発・審査･流通･安全対策など最新
の薬事行政を解説。

上手に歳を重ねるために―アンチエイジング医学の現状―
理想の長寿は「バランスの良い老化」、「弱点のない老化」をもって実現できる。
アンチエイジング対策「抗酸化」「デトックス」「ホルモン補充」「抗肥満」「精神的
充実」を解説。

昼　食

メタボリックシンドロームと食生活
メタボ治療の第一目標は内臓脂肪を減少し、発症・重症化を予防すること。食を
通しての健康維持は長期戦・継続が大切である。メタボ対策のキーワードであ
る“美味しく食べて健康に”“食べて、動く、ダイナミックな体内環境”を解説。

メタボリックシンドロームの本質にせまる―病態機序から考える解決方針―
長年に亘る厖大な臨床実績並びに疫学的研究に基づいて解明されたメタボの
病態機序を解説し、糖尿病や動脈硬化の主たる予備軍であるメタボ状態から脱
却することの重要性と方法を解説。

10:00～10:50

11:05～12:20

13:20～14:25

14:40～16:00

時間 講師

厚生労働省 大臣官房審議官
黒川 達夫 先生

AACクリニック
副院長　浜中 聡子 先生

自治医科大学附属病院 栄養部
栄養室長　宮本 佳代子 先生

聖マリアンナ医大 代謝内分泌内科
教授　田中 逸 先生

4月30日迄にお申込みの方、
500円割り引きさせて頂き
ます。お早めに、どうぞ！

裏面をご覧下さいお申し込み
お問い合わせ

託児室を開設します!
●ベテランの保育士がお世話を致します。裏面をご覧下さい。

―美しさを保つための栄養・肥満の臨床研究報告―


